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序

霜
野
喜
亮
先
生
は
、
本
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
ご
定
年
を
迎
え
ら
れ
、
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
を
ご
退
職
さ
れ
る
。
先
生
の
ご
退

職
は
学
部
と
し
て
非
常
に
寂
し
い
。
時
間
は
無
情
で
あ
る
。
先
生
の
ご
退
職
に
際
し
、
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
多
く
の
ご
指
導
を
想

い
、
学
部
と
し
て
こ
こ
に
謹
ん
で
『
法
学
研
究
』
退
職
記
念
号
を
編
集
し
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

霜
野
先
生
は
、
昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
に
法
学
部
助
手
に
就
任
し
て
以
来
、
今
日
ま
で
四

O
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
本
塾
法

学
部
に
お
い
て
社
会
学
、
政
治
権
力
論
を
専
攻
分
野
と
し
て
研
究
と
教
育
に
ご
尽
力
さ
れ
、
慶
慮
義
塾
の
こ
の
分
野
の
学
問
系
譜
に

大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
。
専
任
講
師
に
就
任
以
来
、
先
生
は
研
究
会
（
ゼ
ミ
）
を
中
心
に
学
生
指
導
に
も
傾
注
さ
れ
た
D

そ
れ
以

来
ご
退
職
の
直
前
ま
で
、
先
生
を
慕
う
多
く
の
学
生
が
研
究
会
の
門
を
叩
き
、
薫
陶
を
受
け
た
。
こ
の
間
、
先
生
は
一
九
七
八
年
に

助
教
授
、
一
九
八
八
年
に
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。

霜
野
先
生
は
政
治
学
科
の
お
二
人
の
先
達
に
よ
り
学
者
と
し
て
の
知
的
訓
練
を
受
け
ら
れ
た
。
お
一
人
は
学
部
時
代
の
研
究
会

（
ゼ
ミ
）
の
恩
師
で
あ
る
十
時
巌
周
名
誉
教
授
で
あ
り
、
も
う
お
一
人
は
大
学
院
と
新
聞
研
究
所
（
現
在
の
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
研
究
所
）
に
お
い
て
ご
指
導
を
受
け
た
生
田
正
輝
名
誉
教
授
で
あ
る
。
こ
の
お
二
人
の
先
生
の
も
と
で
、
霜
野
先
生
は
社

会
学
と
政
治
社
会
学
の
知
的
深
み
に
惹
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
い
う
。

学
問
の
分
野
で
、
先
生
は
一
貫
し
て
社
会
学
の
理
論
的
研
究
を
志
向
さ
れ
た
。
博
士
論
文
で
あ
り
、
後
に
単
著
と
し
て
上
梓
さ
れ

た
『
政
治
権
力
研
究
の
理
論
的
課
題
」
（
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
叢
書
、
一
九
九
一
年
）
は
、
社
会
学
、
政
治
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
理

序

v 
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論
的
課
題
に
つ
い
て
深
い
洞
察
力
を
加
え
た
優
れ
た
研
究
業
績
で
あ
る
。
霜
野
先
生
は
、

T
・パ

l
ソ
ン
ズ
ら
の
構
造
・
機
能
主
義

の
社
会
学
理
論
か
ら
研
究
に
着
手
し
た
。
一
九
六

0
年
代
の
理
論
的
動
向
は
、
社
会
学
に
お
け
る
パ

l
ソ
ン
ズ
、
政
治
学
に
お
け
る

vi 

D
・
イ
ー
ス
ト
ン
な
ど
シ
ス
テ
ム
論
や
体
系
論
が
全
盛
で
あ
り
、
先
生
は
政
治
権
力
の
測
定
な
ど
に
つ
い
て
、
ダ
l
ル
と
ハ
ン
タ
ー

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
パ
ワ
l
・
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
（
C
P
S
）
論
争
な
ど
を
手
が
か
り
に
研
究
に
専
念
し
た
。
し
か
し
、
七

0
年
代

以
降
、
先
生
は
権
力
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
行
為
、
相
互
作
用
、
勢
力
、
正
統
性
な
ど
の
諸
概
念
に
つ
い
て
次
々
と
理
論
的
検
討
を

加
え
ら
れ
た
。
七

0
年
代
以
降
の
現
代
社
会
理
論
の
展
開
に
お
い
て
は
、
現
象
学
や
主
観
性
、
相
互
主
観
性
の
議
論
が
重
要
に
な
っ

て
い
た
。

行
為
理
論
、
シ
ス
テ
ム
理
論
に
お
い
て
は
、
ニ
ク
ラ
ス
・
ル

l
マ
ン
の
機
能
主
義
（
機
能
・
構
造
主
義
）
が
決
定
的
に
重
要
と
な

っ
た
。
そ
こ
で
先
生
の
理
論
的
探
求
は
、

A
・
シ
ユ
ツ
ツ
、

N
・ル

1
マ
ン
、

J
・ハ

1
バ
l
マ
ス
、

A
・
ギ
デ
ン
ズ
、
エ
ス
ノ
メ

ソ
ド
ロ
ジ
l
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。
ま
た
日
本
の
研
究
者
に
お
い
て
も
、
高
田
保
馬
か
ら
贋
松
渉
に
い
た
る
ま
で
、
社
会
学
に
収
ま

ら
な
い
知
的
探
求
を
深
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
治
権
力
論
か
ら
始
ま
っ
た
先
生
の
理
論
研
究
は
、
勢
力
や
権
威
、
強
制
力
や
暴
力

一
方
で
問
主
観
性
や
自
明
性
、
理
解
や
信
頼
な
ど
の
根
源
的
、
哲
学
的
な
主
題
へ
と
向
か
っ
て
い
る
よ

と
も
関
連
を
も
ち
な
が
ら
、

う
に
思
わ
れ
る
。

霜
野
先
生
の
知
的
誠
実
さ
と
学
問
へ
の
真
撃
な
態
度
は
、
同
僚
・
後
輩
の
研
究
者
や
門
下
の
人
た
ち
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。

先
生
が
大
学
院
生
時
代
に
作
成
さ
れ
た
と
い
う
『
パ

l
ソ
ン
ズ
読
解
ノ

l
ト
』
の
克
明
さ
と
詳
細
さ
は
、
今
も
後
輩
た
ち
の
間
で
は

「
神
話
」
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
教
育
者
と
し
て
の
先
生
は
、
い
つ
も
学
生
、
院
生
た
ち
に
熱
心
に
、
そ
し
て

温
か
く
接
し
た
。
論
文
指
導
を
受
け
、
多
く
の
分
野
で
活
躍
す
る
門
下
生
た
ち
は
、
論
文
構
成
や
文
章
添
削
に
い
た
る
ま
で
の
熱
心

な
指
導
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。

先
生
は
二

0
0
0年
か
ら
通
信
教
育
部
副
部
長
に
就
任
さ
れ
、
当
時
の
部
長
の
内
閣
府
転
出
に
と
も
な
っ
て
、
二

O
O
一
年
一
月



か
ら
九
月
ま
で
空
席
と
な
っ
た
通
信
教
育
部
長
の
重
責
を
担
わ
れ
た
。
法
学
部
内
で
は
、
大
学
院
法
学
研
究
科
学
習
指
導
委
員
、

『
法
学
研
究
」
編
集
主
任
、
学
部
学
習
指
導
副
主
任
な
ど
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
学
部
行
政
に
お
い
て
も
多
大
な
貢
献
を
残
さ
れ
た
。

霜
野
先
生
と
私
と
の
接
点
は
、
先
生
が
法
学
部
学
習
指
導
副
主
任
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
一
九
九

0
年
代
初
頭
、
先
生
と
私
は
い
わ

ば
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
学
習
指
導
の
仕
事
を
担
当
し
た
と
き
で
あ
る
。
先
生
は
学
生
た
ち
が
で
き
る
か
ぎ
り
学
業
に
専
念
し
や
す
い
環

境
が
維
持
で
き
る
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
う
な
ど
、
常
に
温
か
い
眼
差
し
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
先
生
の
人
間
性
の
現
れ
で
あ

っ
た
。法
学
部
政
治
学
科
の
今
日
の
名
声
を
築
い
た
お
一
人
で
あ
る
霜
野
蕎
亮
先
生
が
学
部
を
去
ら
れ
る
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
る
。
先

生
は
、
し
ば
し
ば
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
無
理
を
さ
れ
て
学
部
の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
。

今
後
は
、
霜
野
先
生
が
ご
健
康
に
く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
さ
れ
つ
つ
、
ご
自
身
の
学
問
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し

た
い
と
思
う
。

平
成
二
二
年
一
月

法
学
部
長

国

分

良

成

序
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